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地
球
温
暖
化
に
よ
る
夏
の
異
常
高
温
や
迷
走
す
る

台
風
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
残
暑
も
厳
し
い
と
予
報
さ

れ
て
い
ま
す
。
久
住
の
気
温
は
、
大
分
市
内
と
比
較

す
れ
ば
多
少
と
も
低
め
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
ま
だ
、

熱
中
症
の
危
険
は
続
い
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間

は
、
し
っ
か
り
と
し
た
熱
中
症
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
体
調
不
良
が
あ
れ
ば
、
医
療
機
関
に
相

談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
院
で
も
対

応
可
能
で
す
。

　

さ
て
、
当
院
で
は
、
六
月
一
日
に
病
棟
の
再
編
成

を
行
い
ま
し
た
。
当
院
病
床
は
二
階
と
三
階
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三
階
は
介
護
医
療
院
と
な
っ
て

お
り
、
病
院
の
病
床
と
は
独
立
し
た
区
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
病
院
の
病
床
は
二
階
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
急
性
期
に
対
応
す
る
一
般
病
床
が
二
十
四
床
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
や
や
中
期
的
に
対
応

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
三
十
床
、
人
工
呼
吸
器
を

使
用
す
る
患
者
さ
ん
の
よ
う
に
長
期
療
養
に
対
応
す

る
特
殊
疾
患
病
棟
三
十
六
床
の
三
つ
で
す
。
五
年
ほ

ど
前
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
充
分
に
機
能
し
て
い
た
の
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
医
療
需
要
の
変
化
が
起
こ

り
ま
し
た
。
人
工
呼
吸
器
や
胃
ろ
う
の
管
理
が
必
要

な
患
者
さ
ん
は
大
き
く
減
少
し
二
十
人
前
後
に
な
っ

た
た
め
、
特
殊
疾
患
病
棟
は
十
床
以
上
の
空
床
が
生

じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
骨
折
な
ど
の
外
傷
や
心
不
全
な
ど
の
急

性
期
疾
患
が
増
え
、
一
般
病
床
と
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
が
不
足
し
、
早
期
の
退
院
を
患
者
さ
ん
に
お
願
い

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
ゆ
っ
く
り
療
養
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
昨
年
の

十
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
病
床
の
運
用
に
無

理
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
の
で
、
病
床

再
編
成
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
三
月

よ
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

六
月
一
日
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
計
画
を
立
案
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
殊
疾
患
病
棟
は
一
病
棟
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
二
病
棟
に
二
十
一
床
の
特
殊
疾
患
病
床
と
し

て
配
置
し
直
し
、
一
病
棟
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と

し
ま
し
た
。
従
来
、
二
病
棟
に
属
し
て
い
た
南
館
の

十
一
床
は
一
病
棟
に
属
す
る
こ
と
と
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
は
四
七
床
に
い
た
し
ま
し
た
。
二
病
棟
の

残
り
の
二
十
二
床
は
、
急
性
期
の
一
般
病
床
と
し
ま

し
た
。
ま
と
め
る
と
、
一
病
棟
は
四
十
七
床
の
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
に
、
二
病
棟
は
二
十
二
床
の
一
般
病

床
と
二
十
一
床
の
特
殊
疾
患
病
床
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
看
護
師
の
配
置
も
整
理
さ
れ
、
患

者
さ
ん
の
病
室
間
の
移
動
も
極
力
抑
え
ら
れ
、
労
働

効
率
も
改
善
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

ト
イ
レ
や
手
洗
い
場
の
増
設
、
壁
紙
や
床
の
張
替
え
、

テ
レ
ビ
台
の
更
新
、
個
室
な
ど
の
環
境
整
備
も
併
せ

て
行
い
、
よ
り
よ
い
療
養
環
境
が
構
築
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
需
要
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い

た
個
室
も
、
入
室
希
望
者
が
多
い
こ
と
も
わ
か
り
、

医
療
者
側
の
認
識
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
個
室
の
窓
の
二
重
サ
ッ
シ
化
な

ど
、
療
養
環
境
の
改
善
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

本
年
四
月
か
ら
、
内
科
系
の
専
門
外
来
も
充
実
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
大
分
大
学
と
の
連
携
も
強
化
し
、

「
こ
こ
で
診
療
で
き
る
領
域
を
広
く
深
く
し
、
ま
た
、

関
連
施
設
や
他
院
へ
も
適
切
に
紹
介
で
き
る
」
病
院

を
目
指
し
て
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

選
ば
れ
る
病
院
を
め
ざ
し

病
院
の
機
能
を
変
化

・
進
化
さ
せ
て
い
く　

統
括
院
長

津
村　

弘
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当
科
で
は
現
在
、診
療
放
射
線
技
師
五
名
｟
内

一
名
女
性
｠
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

医
師
の
指
示
の
も
と
各
検
査
装
置
を
使
い
病
気

の
診
断
に
必
要
な
画
像
を
提
供
す
る
こ
と
が
主

な
業
務
と
な
り
ま
す
。
又
、
検
査
を
受
け
る
患

者
さ
ん
が
極
力
苦
痛
の
無
い
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
補
助
具
等
を
使
用
し

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
一
般

撮
影
、Ｃ
Ｔ
検
査
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
透
視
検
査
、

骨
密
度
測
定
検
査
な
ど
が
可
能
で
す
。
今
回
は

そ
の
中
で

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
こ
の
検
査
は
加
齢
に

よ
る
骨
密
度
の
低
下
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
検

査
に
よ
り
骨
粗
し
ょ
う
症
の
診
断
と
発
見
、
骨

折
の
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
院
で
は
背
骨
｟
腰
椎
｠
と
足
の
付
け
根
｟
股

関
節
｠
で
検
査
を
行
い
ま
す
。
検
査
時
間
は
五

分
程
度
測
定
装
置
の
上
に
寝
て
い
る
だ
け
の
簡

単
な
検
査
で
す
。

　

特
に
閉
経
以
降
の
女
性
の
方
は
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な

り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
検
査
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
院
内
の
ス
タ
ッ
フ
や
診
療
放
射
線
技
師
、

又
は
整
形
外
科
等
の
診
療
の
際
に
医
師
へ
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
骨
密
度
が
わ
か

る
こ
と
で
、
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
た

め
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
質
や
活
動
範
囲
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
医
療
は
画
像
診
断
な
く
し
て
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
私
た
ち
診
療
放
射
線
技
師
が
必
要

と
さ
れ
る
画
像
を
提
供
す
る
こ
と
が
医
療
の
質

を
保
証
す
る
第
一
歩
だ
と
考
え
、
技
術
の
向
上

に
取
り
組
み
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
お
い
て
ご
不

明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　

放
射
線
科
主
任　

診
療
放
射
線
技
師

須
藤　

聡

健康な人の背骨は中身がぎっ

しり詰まっています

骨粗しょう症の人の背骨は骨

の量が減って骨折しやすい状

態です

　

具
体
的
な
症
状
を
名
称
に
掲
げ
る

外
来
の
事
で
す
。 

特
定
の
臓
器
や
病

気
、
症
状
に
つ
い
て
専
門
的
な
診
断

や
治
療
を
行
い
ま
す
。
当
法
人
で
は

大
分
大
学
と
の
連
携
で
数
多
く
の
専

門
外
来
を
設
け
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ

大
分
市
内
の
専
門
病
院
に
行
か
ず
と

も
、
お
住
い
の
地
域
で
専
門
外
来
を

受
診
可
能
で
す
。

循
環
器
内
科

消
化
器
内
科

呼
吸
器
内
科

膠
原
病
内
科

神
経
内
科

内
分
泌
糖
尿
病
内
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

乳
腺
外
科

婦
人
科

心
臓
血
管
外
科

当院で受診できる専門外来

健康な人

腰椎の参考写真

骨粗しょう症の人

腰椎の参考写真

「 

骨
密
度
測
定
検
査 
」

画像診断が支える医療

部門紹介

専門外来とは？

医療用語を

わかりやすく



九
州
老
健
大
会

　　　 　　　

七
月
十
一
、
十
二
日
に
宮
崎
シ
ー
ガ
イ

ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
第
二
十

三
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
介
護
老
人
保
健
施
設

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
久
保
理
事

長
が
大
会
役
員
と
し
て
出
席
さ
れ
、
老
健

入
所
部
か
ら
は
演
題
発
表
に
二
名
で
参
加

し
て
き
ま
し
た
。「
老
健
今
！
明
日
に
繋

げ
る
｟
チ
ー
ム
力
｠
一
人
ひ
と
り
が
か
け

が
え
の
な
い
ひ
な
た
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
多
く
の
演
題
で
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
演
題
発
表
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
度
は
、
医
療
・
介
護
・
障
害

分
野
の
ト
リ
プ
ル
改
定
が
行
わ
れ
、
介
護

分
野
に
お
い
て
も
、
人
材
確
保
の
問
題
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
改
善
・
効
率
化
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
・
深
化
等
を
各
老

健
も
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
進
め
て
い
く

の
か
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
九
州
の
老

健
の
皆
さ
ん
の
発
表
を
聞
い
て
い
る
と
、

「
な
る
ほ
ど
、
こ
ん
な
考
え
方
や
方
法
が

あ
っ
た
の
か
」
と
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
内
容

が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
当
施
設
か
ら
「
現
場
の
働
き
方

改
革
」
と
題
し
、ツ
ー
ル
・
物
品
を
活
用
し
、

現
場
で
の
業
務
効
率
化
を
推
し
進
め
た
こ

と
で
得
ら
れ
た
効
果
に
つ
い
て
発
表
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
他
分
科
会
で
の
各
演
題

発
表
は
い
ず
れ
も
大
変
勉
強
に
な
っ
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
九
州
の
老
健
の

同
じ
仲
間
の
方
々
が
、
日
々
頑
張
っ
て
医

療
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
向
き
合
っ
て
い
る
姿
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

老
健
の
ケ
ア
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
！

老健だより
介護老人保健施設ヴァル・ド・グラスくじゅうの日常を紹介するコーナー

５月より面会コーナーのパーテー

ションを外し、直接、対面での面会

をしていただいています。遮られる

ものがなく、声も顔も近くなり、以

前よりも会話が増えている様子です。

面会時間等の制限は続いております

が、感染対策にご理解いただきます

ようお願いします。

「いつもと違う雰囲気を楽し

んでいただきたい」この日の

おやつレクは駄菓子屋さん♪

みなさんに、お好きなものを

選んで、お買い物気分を楽し

んでいただきました。

みんなで育てたきゅうりとミ

ニトマト。たくさん収穫しま

した。

ご面会について 入所・通所者さんたちの徒然写真

老
健
入
所
部
介
護
副
主
任

小
野　

智
弘
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9 月１日より外来診療時間を変更しました

月 火 水 木 金 土

午前 秋好 財前 江﨑

午後 江﨑 休診

午前 正
しょう

午後 後藤 休診

午前 萩原
はぎわら

午後 休診

午前 大村

午後 大村 休診

午前 水上 熊本（第4）

午後 水上 休診

午前 永井

午後 休診

午前 籾井
もみい

重光
しげみつ

・宮﨑(第２) 多田 筑波 籾井
もみい

多田

午後 休診

午前 小野（再診） 小野 小野 小野 小野（再診） 外来担当医

午後 髙橋（新患) 手術 休診

午前 小野 正
しょう

小野 小野 小野 要予約

午後 小野 正
しょう

手術 田中・杉尾(隔週) 手術 休診

午前 　 札場
ふだば

(10:00～)

午後 休診

午前 石田・五所 浅尾・石田 津村・五所 津村・浅尾 五所・松田 休診

午後 手術 手術 休診

午前
井上

(10：00～16：00)

午後 休診

午前 末廣(第1・3)

午後 休診

午前
外来担当医(第1・3)

宮川(第2・4)

午後 休診

午前 外来担当医(第3)

午後 休診

午前

午後

備考：都合により担当医が変更になる場合がございます。ご了承ください。
        ()の数字は、月の何週目かを表しています。例）．（第3）は、3週目に当該の医師が診断致します。

総 合 診 療 科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

呼 吸 器 内 科

膠 原 病 ・ 腎 臓 内 科

  川平和美 鹿児島大学名誉教授　　促通反復療法研究所＜川平先端リハラボ＞所長
  川平医師の診療は、隔月・予約制となっております。　日時につきましては当院ホームページのお知らせをご覧下さい。

婦 人 科

心 臓 血 管 外 科

リハビリテーション科
促通反復療法（川平法）

内 視 鏡 室

脳 神 経 外 科

乳 腺 外 科

内分泌糖尿病内科

神 経 内 科

外 科

整 形 外 科

泌 尿 器 科


